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Section 1
2022年3月期 第3四半期業績報告
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2022年3月期第3四半期 : 業績ハイライト
ヘルスビッグデータを中心にすべての事業セグメントが順調に拡大しました。中核事業のオーガニックグロースが全体を牽引しています。
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15,679
前年同期

+35％

連結売上収益
（百万円）

前年同期

+46％

ヘルスビッグ
データ

前年同期

+39％

JMDC(単体)
売上成長率

4,580
前年同期

+39％

連結EBITDA
（百万円）

前年同期

+12％ +32％

遠隔医療及び
調剤薬局支援

遠隔医療 調剤薬局支援

前年同期

+63％

JMDC(単体)
EBITDA成長率

Note: IFRSベース
EBITDA：営業利益＋減価償却費及び償却費±その他の収益・費用



2022年3月期第3四半期 : 連結業績サマリー
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(単位：百万円) 21年3月期第3四半期累計 22年3月期第3四半期累計

売上収益

営業利益
（率）

税引前利益
（率）

親会社の所有者に
帰属する利益

（率）

EBITDA
（マージン）

前年同期比

Note: IFRSベース
EBITDA：営業利益＋減価償却費及び償却費±その他の収益・費用、EBITDAマージン：EBITDA÷売上収益

11,606

2,424
(21%)

2,406
(21%)

1,578
(14%)

3,284
(28%)

15,679 +35%

3,417
(22%) +41%

3,408
(22%) +42%

2,280
(15%) +44%

4,580
(29%)

+39%

事業成長とバランスを取りつつ陣容拡大を進め、高収益を維持しています。



2022年3月期第3四半期 : 連結売上収益/EBITDAの状況
業績が急拡大した前期からの流れをしっかりと持続しています。
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2,558
3,068 3,028

3,503 3,212
3,763

4,630
5,165

4,530
5,020

6,128

Q1 Q4Q2 Q3 Q1 Q2 Q4Q3 Q1 Q2 Q3 Q4

+ 32%

Note: IFRSベース
EBITDA：営業利益＋減価償却費及び償却費±その他の収益・費用、EBITDAマージン：EBITDA÷売上収益

連結売上収益 四半期推移

(単位：百万円)

連結EBITDA/マージン 四半期推移

(単位：百万円, %)

20/3期 21/3期 20/3期 21/3期

31

35 34
EBITDA
マージン

EBITDA

480

835 934 993

614

1,050

1,619 1,582

1,164
1,308

2,107

Q2Q1 Q2 Q3 Q4Q4 Q1 Q3 Q1 Q2 Q3 Q4

+ 30%

22/3期 22/3期



1,047 1,039 1,013
1,170

1,386 1,293
1,499

1,740 1,671
1,886

2,110

Q4 Q1Q1 Q3Q1 Q2 Q2Q4Q3 Q2 Q3 Q4

+ 41%

2022年3月期第3四半期 : 連結人員数/販売管理費の状況
医師プラットフォーム事業や創薬・治験Dxなどの新たな事業の創出を積極的に行っており、それに見合う体制増強も順調に進捗しています。

461 469 474 503

648 683
741 757

863
919

960

Q1 Q3Q3Q2 Q4Q4 Q2Q1 Q1 Q2 Q3 Q4

Note: IFRSベース
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連結人員数 四半期推移

(単位：人)

連結販売管理費 四半期推移

(単位：百万円)

20/3期 21/3期 22/3期 20/3期 21/3期 22/3期



2022年3月期第3四半期 : セグメント別業績
Q3ではCovid-19の影響は一時沈静化したことも追い風となり、全てのセグメントで事業規模が好調に推移しました。
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(単位：百万円) 21年3月期第3四半期累計 22年3月期第3四半期累計 前年同期比

ヘルスビッグデータ
6,753 
2,316 
(34%)

9,883 
3,412 
(35%)

+46%
+47%

売上
EBITDA
(マージン)

遠隔医療
3,000 

918 
(31%)

3,370 
1,200 
(36%)

+12%
+31%

売上
EBITDA
(マージン)

調剤薬局支援
1,950 

241 
(12%)

2,567 
209 
(8%)

+32%
△13%

売上
EBITDA
(マージン)

調整額 △97 
△192 

△143
△242

-
-

売上
EBITDA

Note: IFRSベース
EBITDA：営業利益＋減価償却費及び償却費±その他の収益・費用、EBITDAマージン：EBITDA÷売上収益



（参考） 2022年3月期第3四半期 : セグメント別売上収益/EBITDA
ヘルスビッグデータが当社グループの売上6割、EBITDA7割を創出しています。他方で遠隔医療事業は、体質改善により高い収益性を実現できてい
ます。

8

売上収益

15,679
百万円

（その他△143百万円を含む）

ヘルスビッグデータ

遠隔医療

調剤薬局支援

3,370百万円

9,883百万円

2,567百万円

その他
△143百万円

4,580
百万円

（その他△242百万円を含む）
EBITDAマージン

29% ヘルスビッグデータ

遠隔医療

調剤薬局支援

EBITDA/EBITDAマージン

3,412百万円
35%

1,200百万円
36%

209百万円
8%

その他
△242百万円

Note: IFRSベース
EBITDA：営業利益＋減価償却費及び償却費±その他の収益・費用、EBITDAマージン：EBITDA÷売上収益



Section 2
ヘルスビッグデータ事業
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ヘルスビッグデータ事業 : 業績
ヘルスビッグデータ事業の売上収益/EBITDAは、ともに力強い成長を続けています。

売上収益 四半期推移

(単位：百万円)

EBITDA 四半期推移

(単位：百万円)
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1,037
1,338 1,415

1,963 1,798
2,098

2,855

3,440

2,756
3,073

4,054

Q2 Q1Q2Q1 Q3 Q1Q4 Q3 Q4 Q2 Q3

+ 42%

232

468
616

802

406

707

1,202
1,330

858 877

1,677

Q3Q1 Q4Q2 Q4 Q2 Q2Q1 Q4Q3 Q1 Q3

+ 39%

20/3期 21/3期 20/3期 21/3期22/3期 22/3期

Note: IFRSベース
EBITDA：営業利益＋減価償却費及び償却費±その他の収益・費用、EBITDAマージン：EBITDA÷売上収益



6,322

+ 45%

1,973 2,356
2,897

3,422

4,862

20/3期 22/3期17/3期 18/3期 19/3期 21/3期

インダストリー向け : データ活用の事業状況
全てのクライアントセグメントにおける取引額は引き続き拡大しています。とりわけ、上位クライアントの用途拡大が加速しています。
アップセル（付加価値向上）、クロスセル（データ種類の拡充）はともに順調に拡大しています。

インダストリー向けデータ活用 売上 クライアントセグメント毎の1社あたり年間取引額

(単位：百万円) (単位：百万円)
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Top6-10

21位以下

Top5

Note: Top5は各年度の取引額の上位5社、Top6-10は各年度の取引額の上位6-10社、11位以下は各年度の取引額の上位11社以降の取引額より算出。
LTM：Last Twelve Months（直近四半期から過去12ヶ月）
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21/12期LTM

21/12期LTM

20/12期LTM

4,371

Top11-20



A B C D E F G H I J ・・・・

300

200

0
（製薬企業、保険会社）

ステップ① 業界のフロントランナー顧客とデータ活用を拡げる

• Top5顧客の平均取引額が50％up（2020年12月LTM vs 2021年12月LTM）

• Top10顧客の平均取引額が43％up（2020年12月LTM vs 2021年12月LTM）

(単位：百万円) 製薬企業・保険会社の顧客1社あたりの年間取引額
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インダストリー向け : データ活用の事業方針

100

ステップ② データ活用を業界標準にする
• 上位顧客との取引で拡大した用途を横展開し、全体の平均取引額を上昇

データ活用意欲の高い業界のフロントランナーとともにデータ活用の可能性を広げ、それが業界スタンダードになっていく世界を目指していきます。

Note:グラフはイメージ。



保険者・生活者向け及び医療提供者向け : 事業の状況
保険者・生活者及び医療提供者との取引も順調に成長を続けています。サービスの拡充がデータ基盤の強化へと繋がるサイクルが拡大しています。
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保険者・生活者向け事業売上 四半期推移

(単位：百万円)

医療提供者向け事業売上 四半期推移

(単位：百万円)

182

326

202

481

339

460
381

831

568
654 641

Q4 Q4Q1 Q3Q2 Q3 Q1 Q2 Q1 Q2 Q3 Q4

+ 68%

368 320
239

360

705 711

881

1,040
968

1,087
1,142

Q1Q1 Q4Q2 Q3 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

+ 30%

20/3期 21/3期 22/3期 20/3期 21/3期 22/3期



Section 3
遠隔医療事業及び調剤薬局支援事業
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遠隔医療事業 : 業績
日本初の胸部X線AIエンジンの薬事承認の取得等、遠隔画像診断領域におけるサービスを拡充し、高収益と成長を両立していきます。

15

遠隔医療事業売上 四半期推移

(単位：百万円)

20/3期 21/3期 22/3期

EBITDA 四半期推移

(単位：百万円)

20/3期 21/3期 22/3期

934
1,014 1,004

932
861

1,038
1,100

1,046 1,027
1,122

1,221

Q1Q4Q1 Q2 Q4Q3 Q2 Q3 Q1 Q4Q2 Q3

+ 11%

234

294 288

162

231

313

373

306
330

400

470

Q4Q2Q1 Q4Q3 Q1 Q2 Q3 Q1 Q3Q2 Q4

+ 26%

Note: IFRSベース
EBITDA：営業利益＋減価償却費及び償却費±その他の収益・費用、EBITDAマージン：EBITDA÷売上収益



645

768

639 655
588

658
703 741

782
877 907

Q1 Q4Q2 Q3 Q1 Q2 Q4Q3 Q1 Q2 Q3 Q4

+ 29%

調剤薬局支援事業 : 業績
Q1に実施したM&Aにより事業規模は拡大を続けています。他方、自らが運営する調剤薬局がCovid-19の影響を受けるなど利益面では奮いませんで
した。
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55

118

80 81

39

99 102

129

49

113

46

Q4Q1 Q3Q2Q2 Q3 Q1 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

- 55%

調剤薬局支援事業売上 四半期推移

(単位：百万円)

20/3期 21/3期 22/3期

EBITDA 四半期推移

(単位：百万円)

20/3期 21/3期 22/3期

Note: IFRSベース
EBITDA：営業利益＋減価償却費及び償却費±その他の収益・費用、EBITDAマージン：EBITDA÷売上収益



Appendix
事業展望
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JMDCのミッション

18

「健康で豊かな人生をすべての人に」

データとICTの力で、
持続可能なヘルスケアシステムを実現する



ヘルスケアビッグデータの志
日本のヘルスケアの主要な領域においてデータ環境の構築を進めてきています。これからもデータを活用した真の医療の発展に向けて、志を高く取
り組みます。
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製薬企業 医療機関 医師 生活者 保険者 事業主 保険会社調剤薬局

ヘルスビッグデータ



ヘルスケアプレーヤー別事業規模

（2021.3月期）20億円

48億円

73億円

27億円

• 保険者向け分析、ICTツールの提供

• 圧倒的な規模を維持し、より深い保

健事業のサポートを行う

• 今後は、事業主/自治体向けのサー

ビス提供に大きな成長余地を見込む

• 遠隔画像診断、薬剤DB、経営支援

ツールの提供

• ファイナンス、Web問診などサービ

スを強化

• 施設DBや医師DBも整備

• データの利活用事業を展開

• 今後も、アップセル・クロスセルに

より顧客あたり取引額を拡大

• オープンデータにも着目し製薬・保

険会社だけでなく幅広く顧客を拡大

• 電子薬歴・レセコンの開発・提供

• 自社でも調剤薬局を運営しショー

ルームとしている

• 今後は、オンライン対応及び服薬指

導を強化

保険者 医療機関

生損保 調剤薬局

生活者

製薬

事
業
主

医師

Note: 事業規模は経営管理上の単純合算数値であり、IFRS調整額及びセグメント内取引調整額を調整しておりません。

顧客別の事業のバランス
データによる多様な事業創出により、あらゆるヘルスケアプレーヤーからバランスよい事業を実現できております。
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JMDCグループの事業の広がり
これからもヘルスケア業界のプレーヤーに対しデータを活かした各種サービスを提供し、それに基づく新たなデータを蓄積・次のサービスの創出の
サイクルにつなげていきます。

21

製薬企業

医薬品卸

調剤薬局

医療機関

医師

介護施設

生活者

保険者

事業主

保険会社

ヘルスケア業界のプレーヤー

プラットフォーム

SaaS

メディア

ファイナンス

コンサル

モデリング

BPO

分析ツール

DBインフラ

アドホックデータ

提供サービス



本資料は、株式会社JMDC（以下「当社」といいます。）及び当社グループの企業情報等の提供のために作成されたものであり、当社の発行

する株式その他の有価証券への勧誘を構成するものではありません。

本資料に記載される当社グループの目標、計画、見積もり、予測、予想その他の将来情報については、本資料の作成時点における当社グルー

プの判断又は考えにすぎず、実際の当社グループの経営成績、財政状態その他の結果は、国内外の経済情勢、業界の動向、他社との競業、人

材の確保、技術革新、その他経営環境等により、本資料記載の内容又はそこから推測される内容と大きく異なる可能性があります。

本資料に記載される業界、市場動向又は経済情勢等に関する情報は、現時点で入手可能な情報に基づいて作成しているものであり、当社グ

ループがその真実性、正確性、合理性及び網羅性について保証するものではありません。また、業界、市場動向又は経済情勢等に関し、当社

グループの見立て、予想、又は試算に基づく情報が記載されていることがありますが、これらは、本資料の作成時点における当社グループの

判断又は考えにすぎず、実際の数値はこれらと大きく異なる可能性があります。

他社の財務数値その他の指標は、会計基準又は計算方法の違い等の理由により、当社における対応する指標と直接比較することはできません。

今後の状況の変更等が本資料の内容に影響を与える可能性がありますが、当社は、本資料を更新、修正又は確認する義務を負うものではあり

ません。本資料の内容は事前の通知なく変更されることがあります。
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